
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

職員旅費 1 1

翌年度へ繰越し（D) - - - -

944

1

4

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

　我が国の国際競技力の向上を図るため、ＮＴＣ競技別強化拠点に指定した施設において、関係中央競技団体が強化戦略プランに基づく強化活動を効果的に行えるよう、競技力
の強化に必要なトレーニング環境及びスポーツ医・科学、情報等によるサポート体制等の整備充実を行う。
※2018年度までの事業名称は「NTC競技別強化拠点施設活用事業」

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 890 909 896

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

964 964 982.9 947.5 947.5

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 964 964 982.9 947.5 947.5

- - -

-

平成19年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 文科 22 0382

文部科学省

政策 11　スポーツの振興

事業の目的
（5行程度以内）

 東京都北区西が丘のナショナルトレーニングセンター（以下「ＮＴＣ」という。）では対応できない冬季、海洋・水辺系、屋外系等のオリンピック競技、高地トレーニング及びパラリン
ピック競技等について、既存のトレーニング施設をＮＴＣ競技別強化拠点に指定し、トップレベル競技者が、集中的かつ継続的にトレーニング・強化活動を行うための強化拠点とし
て機能させることにより、国際大会等での競技成績の向上並びに国際競技力の向上を図ることを目的とする。

競技スポーツ課
競技スポーツ課長
西川　由香

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

持続可能な国際競技力向上プラン（令和3年12月27日）
第3期スポーツ基本計画（令和4年3月25日策定）

事業名 ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点機能強化事業 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度

施策
11-3 国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境
整備

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221012-mxt_kanseisk01-
000024706-08.pdf

事業概要URL
-

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 947.5

944

91%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

92% 94% 91%

スポーツ振興費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
92%

主な増減理由（・要望額・予備費）

94%

令和6年度要求

1

　

　

　

(目)

1 1

4

1

スポーツ振興事業委託費

庁費

諸謝金

委員等旅費

その他

947.5

ＮＴＣ競技別強化拠点施設を有する競技の、2020東京大会・2022北京大会における競技成績は
東京大会：メダル獲得競技数：12/29競技(41%)、入賞競技数：21/29競技（72%）
北京大会：メダル獲得競技数：4/11競技（36%）、入賞競技数：6/11競技（55%）
であり、競技力向上のための更なる支援が必要である。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-

-1 4

成果目標①-3の
設定理由

（長期アウトカム
へのつながり）

NTC競技別強化拠点となる施設の確保及び練習環境の向上によって、アスリートが国際競技大会と同等の競技環境でトレーニングを行うことができるようになり、
各競技におけるトレーニングや練習機会の増加につながることから、国際大会等での競技成績の向上を目指すことができるため、パリ大会・ミラノ大会以降のオリ
パラ大会における過去最高水準の競技成績を長期アウトカムとして設定した。

成果実績

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 単位

- -

43

目標値 拠点 41

97.6 100

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

4

効果発現の初期段階として、まずは、NTC競技別強化拠点となる施設の確保及び練習環境の向上によって、アスリートが国際競技大会と同等の競技環境でトレー
ニングを行うことができるようになり、トレーニングや練習機会の増加につながることから、NTCでは対応できないオリパラ競技の拠点整備数を短期アウトカムとして
設定した。

-

-％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

1

令和2年度 令和3年度 令和4年度
6 年度

-

44

目標年度

5

NTC競技別強化拠点となる施設の確保及び練習環境の向上によって、アスリートが国際競技大会と同等の競技環境でトレーニングを行うことができるようになり、
各競技におけるトレーニングや練習機会の増加につながることから、国際大会等での競技成績の向上を目指すことができるため、直近のオリパラ大会となるパリ
大会・ミラノ大会での過去最高水準の競技成績を中期アウトカムとして設定した。

（過去の競技成績：入賞競技数／NTC競技別強化拠点を有する競技の全体数）
2020東京大会：21/29競技　72％
2022北京大会：6/11競技　 55％

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

NTC競技別強化拠点機能強化事業　拠点整備数

令和2年度 令和3年度

-

-

10

定量的な成果指標

2024パリ大会及び2026ミラノ大会での
過去最高水準の競技成績

目標値 競技 - -

年度

2028年以降のオリパラ大会等での過去
最高水準の競技成績

2028年以降のオリパラ大会に
おける入賞競技数（令和10年
度目標値：夏季オリパラ大会、
令和11年度目標値：冬季オリ
パラ大会） 達成度

単位 令和2年度

-

- - -

2024パリ大会及び2026ミラノ
大会における入賞競技数
（令和6年度目標値：夏季オリ
パラ大会、令和7年度目標値：
冬季オリパラ大会）

成果実績 競技 -

目標最終年度

達成度 ％

21

↓

活動内容①
（アクティビティ）

NTC競技別強化拠点となる施設の確保
及び練習環境の向上

NTC競技別強化拠点新規整
備数

活動実績

年度

42 43

定量的な成果指標 単位

競技 -

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 競技

- -

2

活動目標 活動指標

1

達成度 ％

-

↓

トレーニング環境の整備された拠点の
活用推進

NTCでは対応できないオリパ
ラ競技の拠点整備数

成果実績 拠点 41 41

100

トップアスリート等が国際競技大会と同等の競技環境でトレーニングを行うために必要な競技スペースの確保及びトレーニング機器等の整備（トレーニング機能向
上）

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

2028年以降のオリパラ大会における入賞競技数
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

2024パリ大会及び2026ミラノ大会の入賞競技数
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

21

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

競技 - - -

目標値 競技 - - -



活動内容②
（アクティビティ）

トップアスリートのトレーニング等をサポートする環境を整えるべく、ハイパフォーマンススポーツセンター（以下「HPSC」という。）及びその他関係機関・施設との連
携によるスポーツ医・科学、情報等によるサポートを実施する（サポート機能向上）

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

NTCと同等の数の医・科学、情報にか
かるデータ収集（NTCからの共有も含
む）

拠点におけるデータ収集（科
学的研究・支援）を実施した拠
点数の割合

活動実績 ％ - - - - -

当初見込み ％ - - - 70 -

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

効果発現の初期段階として、まずは、医・科学、情報にかかるデータ収集（科学的研究・支援）を行うことにより、情報分析やアスリートへのフィードバックが可能とな
ることから、それらのデータを拠点で活用した競技団体（以下「NF」という。）の「拠点施設の医・科学、情報等の活用満足度」を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

スポーツ医・科学、情報等によるサポー
ト支援

各NFに対するアンケート調査
における「拠点施設の医・科
学、情報等の活用満足度」の
割合

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％ - - - 70

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

アンケート調査によるNF満足度
・拠点施設の医・科学、情報等の活用満足度（5段階評価で4以上と評価したNFの割合）
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

医・科学、情報にかかるデータ収集（科学的研究・支援）を行うことにより、情報分析やアスリートへのフィードバックが可能となるため、それらの収集データを競技
力向上に活かし、国際大会等での競技成績の向上を目指すことができるため、直近のオリパラ大会となるパリ大会・ミラノ大会での過去最高水準の競技成績を中
期アウトカムとして設定した。

（過去の競技成績：入賞競技数／NTC競技別強化拠点を有する競技の全体数）
2020東京大会：21/29競技　72％
2022北京大会：6/11競技　 55％

成果目標及び成果実績
②-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

2024パリ大会及び2026ミラノ大会での
過去最高水準の競技成績

2024パリ大会及び2026ミラノ
大会における入賞競技数
（令和6年度目標値：夏季オリ
パラ大会、令和7年度目標値：
冬季オリパラ大会）

成果実績 競技 - - - -

目標値 競技

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

2028年以降のオリパラ大会における入賞競技数
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

- - - 21

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

2024パリ大会及び2026ミラノ大会の入賞競技数
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

↓
成果目標②-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

医・科学、情報にかかるデータ収集を行うことによって、収集データの情報分析をしたり、アスリートに対してフィードバックを行ったりすることが可能となるため、そ
れらの収集データを競技力向上に活かし、国際大会等での競技成績の向上を目指すことができるため、パリ大会・ミラノ大会以降のオリパラ大会における過去最
高水準の競技成績を長期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

10 年度

2028年以降のオリパラ大会等での過去
最高水準の競技成績

2028年以降のオリパラ大会に
おける入賞競技数（令和10年
度目標値：夏季オリパラ大会、
令和11年度目標値：冬季オリ
パラ大会）

- - - -

目標値 競技 - - - 21

達成度 ％ - - - -

成果実績 競技

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

当初見込み 拠点 - - -

目標値 ％ - - - 70

活動内容③
（アクティビティ）

関係機関・施設等との連携体制を構築し、拠点の機能強化を図る。（マネジメント機能向上）

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

NTCにおいて連携のある施設・機関等
との連携体制の構築（NTCと同等の連
携体制）

関係施設・機関等と連携した
取組を実施した拠点数

活動実績 拠点 - - - -

成果実績 競技 - - - -

30 -

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

効果発現の初期段階として、まずは、NTCにおいて連携のある施設・機関等との連携体制を構築することによって、連携先との取組や活動を実施することが可能と
なることから、連携を実施した拠点の割合を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

関係施設・機関等との連携構築の促進

関係施設・機関等との連携を
実施した拠点の、全拠点に占
める割合（連携拠点数／全拠
点数）

成果実績 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

2024パリ大会及び2026ミラノ大会の入賞競技数
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

↓
成果目標③-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

NTCにおいて連携のある施設・機関等との連携体制を構築することによって、連携先との取組や活動を実施することが可能となり、競技力向上に向けた様々な取
組を実施することで、国際大会等での競技成績の向上を目指すことができるため、パリ大会・ミラノ大会以降のオリパラ大会における過去最高水準の競技成績を
長期アウトカムとして設定した。

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

委託事業完了報告書
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

NTCにおいて連携のある施設・機関等との連携体制を構築することによって、連携先との取組や活動を実施することが可能となり、競技力向上に向けた様々な取
組を実施することで、国際大会等での競技成績の向上を目指すことができるため、直近のオリパラ大会となるパリ大会・ミラノ大会での過去最高水準の競技成績を
中期アウトカムとして設定した。

（過去の競技成績：入賞競技数／NTC競技別強化拠点を有する競技の全体数）
2020東京大会：21/29競技　72％
2022北京大会：6/11競技　 55％

成果目標及び成果実績
③-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

2024パリ大会及び2026ミラノ大会での
過去最高水準の競技成績

2024パリ大会及び2026ミラノ
大会における入賞競技数
（令和6年度目標値：夏季オリ
パラ大会、令和7年度目標値：
冬季オリパラ大会）

21

達成度 ％ - - - -

目標値 競技 - - - 21

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

2028年以降のオリパラ大会における入賞競技数
（新たに指標を設定したため実績は未記載）

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

10 年度

2028年以降のオリパラ大会等での過去
最高水準の競技成績

2028年以降のオリパラ大会に
おける入賞競技数（令和10年
度目標値：夏季オリパラ大会、
令和11年度目標値：冬季オリ
パラ大会）

成果実績 競技 - - - -

目標値 競技 - - -



-

目標年度における効果測定に関する評価（令和6年度実施)

-
点検結果

本事業は概ね計画どおりに実施されている。委託先からの関係書類の提出を通じて、事業
実施内容や進捗状況の確認をする等、適切な執行に努めている。R4年度は、新型コロナウ
イルス感染症の影響も少なくなり、対面での打合せや会議が可能となるなど、当初の事業
目的に沿った活動を行った。今後も、これまでの取組を継続してより効果的に実施していく
必要がある。

第3期スポーツ基本計画

P38～43

この事業は、一者応札・応募となった契約があることから、原因を分析し、引き続き競争参加条件等の見直しを図るなど具体的かつ実効性のある取組を行い、契約
の競争性、公平性、透明性を確保すべきである。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0353

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0322

-

-

令和2年度 文部科学省 0325

0349

令和4年度 2022 文科 21

NTC競技別強化拠点は、地域の既存スポーツ施設を活用していることなどから、東京都北区西が丘にあるＮＴＣと比較すると競技や地域の実情等により強化拠点
ごとに競技力強化に関する様々な課題を抱えている。競技団体が競技力強化に向け、より充実したトレーニング・強化活動を行い、オリンピック・パラリンピック競
技大会における入賞競技数の増加といった成果目標を達成するためには、NTCとの更なる連携強化や地域資源の活用を通じて、強化拠点のトレーニング機能や
スポーツ医科学を活用した支援機能等を強化する必要がある。
そのため、統括団体（JOC・JPC）、各競技団体、拠点施設及び関係機関との間で、密接に連携を図りながら、課題解決のための戦略的な取組を実施していく。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 310

平成29年度 324

令和3年度

平成27年度

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 381

平成25年度 344

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

支出先の選定にあたっては、公募期間を延ばす、周知回数を増やす等の対応により、契約の競争性を高めることとする。

事業内容の一部改善

執行等改善

330

平成30年度 328

平成23年度 355

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 337

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

https://www.mext.go.jp/sports/content/000021299_20220316_3.pdf



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

スポーツ庁

896百万円

※職員旅費、委員等旅費等を含む

冬季、海洋・水辺系、屋外系等のオリンピック競技及び高地トレーニング及びパラリンピック競技等

について、既存のトレーニング施設をNTC競技別強化拠点に指定し、トップレベル競技者が、集中的か

つ継続的にトレーニング・強化活動を行うための強化拠点として機能させることにより国際競技力の

向上を図る。

委託【随意契約（その他）】

Ａ．ナショナルトレーニングセンター

競技別強化拠点機能強化事業：

再委託あり204百万円
市町村・民間団体

長野市（全8機関）

Ｂ．ナショナルトレーニングセンター競

技別強化拠点機能強化事業：

再委託なし 692百万円
市町村・民間団体

株式会社マックアース（全34機関）

我が国の国際競技力の向上を図るため、ＮＴＣ競技別強化拠点に指定した施設において、関係中央競技団体が

強化戦略プランに基づく強化活動を効果的に行えるよう、競技力の強化に必要なトレーニング環境及びスポー

ツ医・科学、情報等によるサポート体制等の整備充実を行う。

再委託【随意契約（その他）】

C．97百万円

株式会社・公益財団法人等

株式会社エムウェーブ（全10機関）

指定された施設の設置者または運営者等との委託契約に

基づき、指定された施設において、国際競技力の向上を

図るために必要なトレーニング環境の整備等の一部を実

施。



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

-

10
一般財団法人
帯広市文化スポーツ振興財団

5460105001958 スピードスケート強化拠点の利用調整及びトレーニング
環境の整備 26

随意契約（その
他）

- 100％ -

100％ -

9 株式会社札幌振興公社 5430001019958 スキー（ジャンプ）強化拠点の利用調整及びトレーニン
グ環境の整備 27

随意契約（その
他）

- 100％

- 100％ -

8 御殿場総合サービス株式会社 9080101004066 馬術強化拠点の利用調整及びトレーニング環境の整
備 29

随意契約（その
他）

-

7 有限会社ＭＡＹＢ’ＥＭ 6390002005952
スキー（フリースタイル／スロープスタイル・ビッグエア）
スキー（スノーボード／スロープスタイル・ビッグエア）強
化拠点の利用調整及びトレーニング環境の整備

31
随意契約（その

他）

-

6
一般財団法人
日本サイクルスポーツセンター

5010405001001 自転車競技強化拠点の利用調整及びトレーニング環
境の整備 32

随意契約（その
他）

- 100％ -

100％ -

5 蔵王ライザワールド株式会社 5390001015466 高地トレーニング強化拠点の利用調整及びトレーニン
グ環境の整備 34

随意契約（その
他）

- 100％

- 100％ -

4 フェニックスリゾート株式会社 3350001001463 トライアスロン強化拠点の利用調整及びトレーニング環
境の整備 35

随意契約（その
他）

-

3
一般社団法人関空アイスアリー
ナ

6120005018763 スケート（フィギュア）強化拠点の利用調整及びトレーニ
ング環境の整備 40

随意契約（その
他）

-

2 株式会社帝産ロッヂ 4100001008235 ショートトラック強化拠点の利用調整及びトレーニング
環境の整備 64

随意契約（その
他）

- 100％ -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社マックアース 4160001012297
スキー（アルペン）
スキー（スノーボード／パラレル大回転）
パラ・アルペンスキー
強化拠点の利用調整及びトレーニング環境の整備

82
随意契約（その

他）
- 100％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

100％ -

8 田辺市 4000020302066 パラ陸上競技強化拠点の利用調整及びトレーニング環
境の整備 4

随意契約（その
他）

- 100％

- 100％ -

7 京都府 2000020260002 パラパワーリフティング強化拠点の利用調整及びト
レーニング環境の整備 12

随意契約（その
他）

-

6 葛飾区 1000020131229 スポーツクライミング強化拠点の利用調整及びトレーニ
ング環境の整備 15

随意契約（その
他）

-

5
一般社団法人神奈川県射撃
協会

5020005009567 クレー射撃競技強化拠点の利用調整及びトレーニング
環境の整備 16

随意契約（その
他）

- 100％ -

100％ -

4 苫小牧市 1000020012131 アイスホッケー強化拠点の利用調整及びトレーニング
環境の整備 19

随意契約（その
他）

- 100％

- 100％ -

3 岐阜県 4000020210005 高地トレーニング強化拠点の利用調整及びトレーニン
グ環境の整備 20

随意契約（その
他）

-

2 青森リゾート株式会社 5420001008739
スキー（フリースタイル／ハーフパイプ）
スキー（スノーボード／ハーフパイプ）強化拠点の利用
調整及びトレーニング環境の整備

31
随意契約（その

他）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 長野市 3000020202011 スピードスケート及びボブスレー・リュージュ強化拠点
の利用調整及びトレーニング環境の整備 87

随意契約（その
他）

- 100％ -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

計 73 計

諸謝金・通信運搬費 マネジメントスタッフ諸謝金、回線使用料 2

一般管理費 直接経費の3.2％ 2

旅費 機能強化協議会等 5

雑 役 務 費 トレーニング機器等保守管理業務費 13

消耗品費 トレーニング機器等

借　損　料 施設利用料 24

光熱水費 照明設備費、暖房費 27

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

通信運搬費、雑役務
費

インターネット回線使用料　等 1
通信運搬費、旅
費

インターネット回線使用料　等 1

5 諸謝金 サポートスタッフ諸謝金

1

設備備品費 トレーニング機器等 2 設備備品費 トレーニング機器等

トレーニング機器等保守管理業務費　等 8

5

旅費 サポートスタッフ旅費 等 2 一般管理費

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

借損料 施設利用料 3 雑 役 務 費

計 87 計 82

直接経費の10％ 7

1 消 耗 品 費 サポート機器等

16

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

再委託費 施設利用料、機器保守点検 等 73 借損料 施設利用料 44

諸謝金 サポートスタッフ諸謝金



C

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

100％ -

10
公益財団法人　京都府立丹
波自然運動公園協力会

8130005007243
パラパワーリフティング強化拠点である「京都府立心身
障害者福祉センター体育館
（サン・アビリティーズ城陽）」における科学スタッフの配
置

1
随意契約（その

他）
- 100％

- 100％ -

9 学校法人朝日大学 1200005003266 高地トレーニング拠点である「飛騨御嶽高原高地トレー
ニングエリア」における医科学サポートスタッフの配置 1

随意契約（その
他）

-

8 大器株式会社 2010401017350
スポーツクライミング強化拠点である「葛飾区東金町運
動場スポーツクライミングセンター」におけるトレーニン
グ環境の整備

2
随意契約（その

他）

-

7
公益財団法人日本アイスホッ
ケー連盟

6011005003527 アイスホッケー強化拠点である「白鳥王子アリーナ」に
おけるマネジメントスタッフの配置 2

随意契約（その
他）

- 100％ -

100％ -

6 高山市 6000020212032
高地トレーニング拠点である「飛騨御嶽高原高地トレー
ニングエリア」におけるトレーニング室運営スタッフの配
置

2
随意契約（その

他）
- 100％

- 100％ -

5 株式会社L・Sカンパニー 2110001028894
スキー（フリースタイル／ハーフパイプ）
スキー（スノーボード／ハーフパイプ）強化拠点である
「青森スプリング・スキーリゾート」におけるトレーニング
環境の整備

3
随意契約（その

他）
-

4
公立大学法人和歌山県立医
科大学

3170005001874 パラ陸上競技強化拠点である「田辺スポーツパーク」に
おける医科学サポートスタッフの配置 3

随意契約（その
他）

-

3
一般社団法人日本クレー射
撃協会

7011005000102 クレー射撃競技強化拠点である「神奈川県立伊勢原射
撃場」におけるマネジメントスタッフの配置 4

随意契約（その
他）

- 100％ -

100％ -

2
公益財団法人岐阜県スポー
ツ協会

4200005011563 高地トレーニング拠点である「飛騨御嶽高原高地トレー
ニングエリア」における医科学サポートスタッフの配置 6

随意契約（その
他）

- 100％

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社エムウェーブ 5100001000463 スピードスケート強化拠点である「エムウェーブ」におけ
るリンクの利用調整及びトレーニング環境の整備 73

随意契約（その
他）

-

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
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